
2023．７．11． 

つくし野映画同好会 H.S. 

 

第 26 回「映画を語る会」開催報告 
 

猛暑の中、沢山の方が来場され 

チャイコフスキーヴァイオリン協奏曲に魅せられたひと時を過ごしました。 

 

１． 日時及び場所 2023．７.10．（月）１３：30―16：１０  於・つくし野 C,C.ホール 

２． 今月の映画 「オーケストラ！」フランス 2009 年 （119 分） 

３． 参加人数 62 名 （男性 21 名名 女性 41 名） 

４． アンケート結果―映画について                 29 名回答    

① 大変良かった 16 名  ②良かった 11 名    ③普通（まあまあ）１名   

④ つまらなかった １名  ⑤来なければよかった 0 名  

５．アンケート結果―ご意見・ご感想部―（一部） 

・セレクションがとても良いですね。いつもありがとうございます。 

・コンサートを聞きに来たさながらに感動いたしました。 

・シリアス半分、コメディ半分、ロシアを皮肉ったり、流石フランス映画だなと思いました。 

・猛暑を忘れる最高の演目でした。広く深いチャイコフスキーの曲をバックにして色々考えさ

せられるいままでの映画の中で」一番印象に残りました。 

・あまりにあり得ないストーリーだった。オーケストラの題名に引かれて来ました。最後のオ

ーケストラの場面は素晴らしかったです。音楽の力を感じる映画でした。 

・途中理解しにくいところがあったがすばらしいオーケストラの物語でした。音楽も聞くこと

が出来良かったと思います。 

・「殺人協奏曲」あの Fernantes のコメディを思い出した。Moon light sonata と特攻隊のあ

の映画を想い出しました。チャイコフスキー曲が始まった瞬間が涙が止まりませんでした。

いつも楽しい映画を有難う。楽しいコメディでした。歴史的に見てフランスとロシアの相性

の良さを見る思いでした。多弁な文化とつきあうのも大変ですね。 

・チャイコフスキーのヴァイオリン協奏曲は大好きな曲の一つです。音楽を楽しめましたが、

その時の政治体制により音楽活動がとても厳しかったことを知りました。あらためて平和の

大切さを思います。 

・ユダヤ人迫害の時代をコミカルに描かれていて面白かった。 

・45 年前パリに行った時のフランス語パリの街並み懐かしく思いだいました。最後のオーケ

ストラの演奏に感激しました。ユダヤ人排斥政策は厳しいものだけど音楽は世界的なものだ

と思いました。 

・初めて音楽系の映画でした。ストーリーと最後の音楽が素晴らしかった。 

８．予定：8 月はお休み、9 月 11 日（月）、10 月は会場予約抽選外れ（キャンセル待ち） 

以上 


